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半周遅れ？３周遅れなのか？半周遅れ？３周遅れなのか？

何が遅れていたのか？いるのか？何が遅れていたのか？いるのか？

デジタル化？

Ｓ ＪＳｐａｒｃＪａｐａｎ

ＮＩＩ 2003

• 学術情報の世界を概観できる研究者、図書
館関係者はおいでだった。館関係者はおいでだった。

• 日本の学術誌を、良くするためには何をすべ
きかは了解されていた。

図書館の状況は特によく理解されていた• 図書館の状況は特によく理解されていた。

• 日本の学会の現状は、Ｓｐａｒｃが開始される日本の学会の現状は、Ｓｐａｒｃが開始される
以前は、知る機会はなかった。

Ｓ ＪＳｐａｒｃＪａｐａｎ

学会 2003
自らのジャ ナルは良くしたい• 自らのジャ－ナルは良くしたい

• 電子ジャ－ナル時代だとは認識

• 出版費以外の活動へ補助をしてくれるかな

• 電子投稿査読システムを使ってみたい• 電子投稿査読システムを使ってみたい

• コンサルタントから意見を聞けるのか

• 大学図書館へ販売してくれるのかな

電子ジャ ナルをめぐる学術情報が変革してい• 電子ジャ－ナルをめぐる学術情報が変革してい
るという認識は弱かった。（なかった？）



Ｓ Ｊ 今までにない活動ＳｐａｒｃＪａｐａｎ－今までにない活動

• 用意されたものに乗れば良い、という活動では
なかった。なかった。

• 自ら考え、悩み、自らの力で「自分の必要とする
もの」を獲得する必要がある活動だった。もの」を獲得する必要がある活動だった。

• 活動に対する学会の意見は反映された。
だがＳ は迷走しなか た （ＮＩＩの方針明確）だがＳｐａｒｃは迷走しなかった。（ＮＩＩの方針明確）

• 言葉をかけあうこともなかったであろう、学会編
集局 方 と 意見交換 相談 場を形成集局の方々との意見交換、相談の場を形成

• 日本で学術誌を発行する意味を考えさせられた。本 学術誌を発行す 味を考 。
もしくは、学会活動をする意味。

（生物系）はじめに Ｂｉ Ｏ ありき（生物系）はじめに、ＢｉｏＯｎｅありき

2004

• Ｓｐａｒｃ精神そのものの中での出発

• ＢｉｏＯｎｅとの関係をどう生かすか関係を う す

• ＵｎｉＢｉｏを立ち上げ、購読料は返せるのか？‐
賛同してくださる学会はあるのか？賛同してくださる学会はあるのか？

なぜなぜ

2004

• Ｚｏｏｌｏｇｉｃａｌ Ｓｃｉｅｎｃｅは良くしたいが、わたく
しがどうしてＵｎｉＢｉｏの面倒を見るのか？しがどうしてＵｎｉＢｉｏの面倒を見るのか？

• 動物学会の理事は反対はしなかったが、当
時の会長からは「よくわからない」と言われる。

購読料！（2004）購読料！（2004）

• 何が基準なのか？

いくらで売るのが良いか• いくらで売るのが良いか

学会の立場‐できるだけ高く！

図書館の立場‐予算がない。

・ ビジネスモデル ジャ ナル製作費を購読料で・ ビジネスモデル‐ジャーナル製作費を購読料で
賄いたい!Ｓｐａrcの思想に則り。

３万円 – ５万円 –６万円 ‐1000ドル（講読料）

販売してこそわかるジャ－ナルとは何か？販売してこそわかるジャ ナルとは何か？

販売してこそわかるオ－プンアクセスとは何か？



2004

バ ゴ• エンバ－ゴって何？

• サイトライセンスは何？• サイトライセンスは何？

• 知らないことばかり‐‐‐‐‐‐知らな ば り

• 金属学会さんやＩＰＡＰさんからは、購読料が
安すぎると言われる 有難 とだ安すぎると言われる！有難いことだ。

どうする日本の学術誌どうする日本の学術誌

• 2004.10.19

http://www nii ac jp/sparc/event/backnumberhttp://www.nii.ac.jp/sparc/event/backnumber
/2004/1019.html

研究者、学会、ベンダ－、図書館

参加者の多くは図書館の方々だった！参加者の多くは図書館の方々だった！

次々とまき起こる問題！次々とまき起こる問題！

2004‐2006

最大 懸案オ プ クセ最大の懸案オ－プンアクセス

• Ｈｅａｔｈｅｒ Ｊｏｓｅｐｈ →Susan Ｓｋｏｍａｌへ交代Ｈｅａｔｈｅｒ Ｊｏｓｅｐｈ →Susan Ｓｋｏｍａｌへ交代

• 契約書の取り交わし（新しい言葉！日本の弁護
士にとって）

• ＢｉｏＯｎｅ 2への参画？‐ＢｉoOne 1の予定が‐‐‐• ＢｉｏＯｎｅ．2への参画？‐ＢｉoOne.1の予定が‐‐‐

• ベンダ－の交代

• そして、ＸＭＬ、その製作と変換

もうだめかもしれないもうだめかもしれない‐‐‐



2007 1 22007.1.2

• ＢｉｏＯｎｅ から、ＵｎｉＢｉｏジャ－ナル公開開始ら、 ジャ ナル公開開始

（ＳｐａｒｃＪａｐａｎの支援があってこそ！）
次々起こるさらなる問題次々起こるさらなる問題

ＩＦ問題ＩＦ問題

2007

が ジ• ＩＦがないジャ－ナルは、ＢｉｏOneに参加でき
ない ！ない ！

• ＢｉｏＯｎｅコレンクションとして相応しいジャ－
ナル（ＢｉｏＯｎｅの基準）しか参加できない。

→コンテンツ量と購読料返還の問題が背景に→コンテンツ量と購読料返還の問題が背景に
は→コンテンツを増やせば良いとはいかない

ＸＭＬＸＭＬ

2008

• ２００８年１１月６日 ＢｉｏOneからのメ－ル

「２００９年からはＸＭＬを作成する必要はない。年 らは を作成する必要はな 。

ＰＤＦから、必要な形式を備えたＸＭＬを

ＢｉｏＯｎｅで作成。」

なぜ！！なぜ！！



様々なＸＭＬがや て来た様々なＸＭＬがやって来た

• ＢｉｏＯｎｅが要求する様式を満たさないＸＭＬ

が• 検証し、修正をかけるコストが高い。

• ＰＤＦから、最適なＸＭＬを作成するほうがコスＰＤＦから、最適なＸＭＬを作成するほうがコス
トが安い。

→世界中の多様な出版社を抱えるBioOneの悩→世界中の多様な出版社を抱えるBioOneの悩
み

明解な購読料返還明解な購読料返還

ボ ダ• ボリュ－ムとダウンロード数に依拠する。

• ２００５年以降の出版物に対する購読料• ２００５年以降の出版物に対する購読料

• だが、明解なゆえに、慎重に参加誌を選ぶ必
要がBioOne側にはある要がBioOne側にはある。
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Zoological Science（BioOneフルテキストDL件数2007年）
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U iBi P 購読料収入 2007UniBio Press購読料収入 2007

2250077
学会取り分

ＵｎｉＢｉｏ
3382105

ＵｎｉＢｉｏ

単位 円

購読館 約175（海外）
31（国内）



10,000 

Zoological Science（BioOneフルテキストDL件数2008年）
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Ｚ ｌ ｉ ｌ Ｓ ｉＺｏｏｌｏｇｉｃａｌ Ｓｃｉｅｎｃｅ

プ• 過去分をＢｉｏＯｎｅでオ‐プンアクセス

• オ プンアクセス論文へのアクセス数増大• オ‐プンアクセス論文へのアクセス数増大

• しかしながら、オ‐プンアクセスが論文の引用し しな ら、オ ンアク 論文 引用
に結びつくかは、検討の余地がある

U iBi P 2008UniBio Press 2008

• ３月初旬には返還購読料決定

• 購読館 海外３００大学図書館• 購読館 海外３００大学図書館

うち、オランダは全大学図書館でうち、オランダは 大学図書館

購読。

ジャ ナル出版ジャ－ナル出版

1993

科研費を取得して、冊子を印刷すること。

1999

「電子ジャ－ナルをJstageにアップ」が追加



S に参画してSparcに参画して

• ジャ－ナル出版とは「製作」を意味するので
はなく 投稿査読 デジタルコンテンツ作成はなく、投稿査読、デジタルコンテンツ作成、
プラットフォ－ム、別刷り、冊子印刷という流
れ 中 それら さら 新 シ ムをれの中で、それらのさらに新しいシステムを
踏まえ、この流れを支えるための資金をどう踏まえ、この流れを支えるための資金をどう
獲得し、同時に、ジャーナルの知名度を上げ
る方策を考える という 貫したモデルを常る方策を考える‐‐‐‐‐という一貫したモデルを常
に創造し続けること。
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ジャ－ナル出版2009

そしてそして

• 経済危機

ICOLC Statement on the Global Economic andICOLC Statement on the Global Economic and 
Its Impact on Consortiaｌ Licenses 
January 19,2009

• 円高• 円高

• 経済危機が、学術情報流通を変革するか？経済危機 、学術情報流通を変革する



ありがとうございましたありがとうございました。

永井裕子 ｚｓｊ‐society@umin.net
nagai@unibiopress.org


